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自分仕様の
英語教材をつくる

連載
時代の時代の
アプローチアプローチ

第 4回AI

記事：藤森智世（ライター）協力：コスモピアAI研究室

　第4回では、第3回に続いて生成AIを思考のパートナーとして、信頼できる複
数の情報を集めて、それをもとに英語で考え意見を形成する力を養う方法を紹介
します。
   英語での自己主張力の低さを改善するために、文法的な表現力を身につけるこ
とはもちろん重要です。そもそも自分の意見を構成するためには、裏付けとなる
事実や根拠となる情報を集めるとともに、批判的思考能力を鍛えなければいけま
せん。さらに英語での即応力を高めるためには、普段から英語での意見形成に慣
れておくことが大切です。

AIを思考のパートナーに！ 
その②	信頼できる情報をもとに、生成AIで全体像を整理し、分析する

＜生成AIの活用例＞
・網羅的な調査
・情報の要約・解説
・具体的な情報源の提案

　今回はこのSample Questionを使って、生成AIをパートナーとして意見を考えてみ
ます。

　最終的に、「Yes」または「No」という結論を出し、なぜそのような結論になると考
えたのか、その理由を説明することを目指します。

生成AIで悩みを解決

①信頼できる情報源を
　集める

＜生成AIの活用例＞
・分析や構造化による
  ビジュアライズ
・データや論理の分析

＜生成AIの活用例＞
・文法等のwritingの改善
・意見の論理の検証
・疑似的な討論

②情報を整理し
　分析する

③自分の意見を
　ブラッシュアップする

意見形成プロセスを、実際に生成AIを使って効率化してみましょう！

Will the Singularity happen by 2045?

意見形成プロセスと
生成AIの活用 

「2045年、シンギュラリティは
本当に起きるのか」
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　PerplexityAI社が提供する、AIを活用した対話型検索エンジンです。ユーザー
が質問を入力すると、インターネット上の最新情報を基に、情報源を明示した
回答を生成します。対話形式をサポートしているので、複雑な質問にも対応することが可能
です。

信頼できる情報源を集める

　Perplexityによる回答の全文
はQRコードから確認してみてく
ださい。
　回答は大きく分けて、シンギュラリティと
は何か、意見形成の評価基準となる要素、意
見のまとめ方、という3つのセグメントで構
成されています。

　まずは、この質問にどんな回答をすれば十分かを把握するところから
始めてみましょう。基礎知識がなくても効率よく調査を進められるのが、
AIを活用した情報収集の良いところです。

　意見形成の評価基準となる要素が判明したので、各々の要素について
質問し、情報源を収集しましょう。今回は引き続きPerplexityを使い、
参考になるようなWeb記事等を提示してもらいます。
　Ask follow-up を使って質問をすることで、チャットボットのように
これまでの回答を踏まえた検索を行うことができます。

I need to answer the question, 
‘Will the Singularity happen by 
2045?’ Can you provide criteria 
for forming an opinion? What is 
the Singularity in the first place?

プロンプト

Thank you for the advice on the ‘criteria 
for forming opinions.’ Please provide 
reliable sources for beginners to consider 
regarding the three elements for each of 
the five items you mentioned.

プロンプト

[ プロンプトの訳 ]「シンギュラリティは 
2045 年までに起こりますか ?」という質問
に答える必要がありますが、意見を形成す
るための基準を教えていただけますか?  そ
もそもシンギュラリティとは何ですか ?

[ プロンプトの訳 ]「意見形成の
基準」についてのアドバイスを
ありがとうございます。あなた
が挙げた 5 つの項目それぞれの 
3 つの要素について、初心者が
考慮するための信頼できるソー
スを提供してください。

情報収集にオススメ！

ACTION

1

ACTION

2

STEP 1

Perplexity  https://www.perplexity.ai/

回答
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　各要素について、初心者向けかつ信頼性の高い情報源を提示してもらうことができ
ました。Sources をクリックすると、情報源の一覧にアクセスすることができます。
（全文は前頁のQRコード）

※ Ask follow-up の際にはFocus機能を使
うことはできませんが、プロンプトで指定す
れば検索範囲を特定のWEBサイトや論文形
式のみにするといった絞り込みが可能です。

　Napkin.ai 社が提供する、高品質なAI図解作成ツールです。テキストコンテ
ンツをダイヤグラム、グラフ、図解などのビジュアルに変換することができます。
　NapkinAIの特徴は、単一の図解ではなく、複数のおすすめ案を提示してくれることです。
さらに、AI生成後もテキストも図解も再編集が可能で、ノートのように情報をまとめるこ
とができます。AIによる簡便性と試行錯誤の余地を両立しています。

　図解は情報整理に非常に効果的です。
特に、繰り返し参照する必要がある内容
には、一覧性のある図解が適しています。
今回は[ACTION 1]で得られた回答をビ

ジュアル化してみましょう。
　Napkin を作成する場合、AIがテキストの生成から
実行する Draft with AI と、自身でテキストを入力す
る Blank Napkin の2通りの方法があります。今回は 
Blank Napkin を選択し、作成されたノートに回答を
ペーストします。ビジュアライズしたいセグメントを
選択し、「Generate Visuals」をクリックするとビジュ
アライズ案が提示されます。

Focus機能を使えば、
簡単に検索範囲を特定
の分野やソースに絞り
込むことができます。

ACTION

3

回答

情報を整理・分類するSTEP 2

図解生成にオススメ！ Napkin AI  https://www.napkin.ai/

more
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　Google社が提供する、情報整理ツールです。ドキュメント（ソース）をアップロードす
ると、NotebookLM はソースのみに基づいて、質疑応答や情報を整理してくれる即席の
専門家となります。Gemini 1.5 Pro を搭載しており、大量のデータを一度に扱うことが可
能です。
　Notebookの名前から一般的なノートアプリケーションと混同されることがありますが、

実際には全く異なる目的と機能を持つツールです。 
NotebookLMは生成AIを活用した、ユーザーが
大量の情報を整理し、理解しやすくするためのツー
ルであり、記録ツールではありません。例えば、
NotebookLMのチャット回答は消えてしまうた
め、消したくない回答がある場合には「メモを保存」
しておく必要があります。

　まずは [ACTION 2]で得た情報源をNotebookLMにソースとして追
加しましょう。PDF、音声ファイル、 YouTubeリンクなど様々な形式に
対応しています。ソースの上限は50個で、1 つのソースあたり 500,000 
語まで対応しています。

　使用例を参考にして、情報
源を読み込んでみましょう。

Sources の 1. をリンク 
> ウェブサイトからアップ
ロードしてみます。

すると、記事の概要や質問の候補といっ
たノートブックガイドが表示されました。
元記事は英語ですが、Google アカウ
ントの言語設定の言語（ここでは日本語）
に翻訳されて表示されます。

　コンテキストを重視した英語の語彙や表
現の学習に使うことができます。重要な語
彙をメモに記録し、ソースに基づいた各単
語の詳細な説明・用例・同義語・反意語な
どを提供してもらうことができます。他に
も、「学習ガイド（Study Guide）」とい
う短答問題やエッセイ問題・用語集を生成
してくれる学習補助機能があります。

ACTION

4

ACTION

5

AIノートで複数の情報を整理し、疑問を解消しよう
NotebookLM https://notebooklm.google.com/1

使用例① 語彙学習の強化
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使用例③ 対話型音声の作成

　Genspark はMainFunc社が提供するAIを活用した新しい検索エンジンで
す。ユーザーの検索クエリに基づいて複数のAIエージェントが協力し、複数の
情報源からデータを集約し、広告や商業的バイアスのない情報をカスタムページ形式で提供
します。さらに、Gensparkは Autocopilot Agent という、ファクトチェックができる
機能を提供しています。ユーザーは質問を入力するだけで、AIが複数の信頼性の高い数十
件以上のウェブサイトを読み込み、クロスチェックを重ねることで事実確認を行います。

　信頼できる情報源であっても、見解や解釈が異なることは
あります。GensparkのAutocopilot Agent を利用して、
より俯瞰的で精査されたまとめを確認してみましょう。

　特定のトピックや概念に関する情報
を迅速かつ効率的に検索・整理できま
す。例えば、キーワードを入力すれば、
関連するソースにすぐアクセスでき、
必要な情報を迅速に取得できます。さ
らに、訳文や要約文を入力することで、
その内容に該当するソース部分に迅速
にアクセスできます。複雑な文章や難
解な文脈の理解の補助としての利用も
有効です。
　NotebookLMを活用する利点は、
複数のソースから関連情報を抽出し、
異なるソース間での情報を比較・整理
できることです。これにより、各ソー
スの関連性が自動的に見出されるた
め、情報の整理・対照がより効率的に
行えます。

　「詳細な会話（Audio Overview）」は、指定
されたソースに基づいて自動的に音声コンテン
ツを生成する機能です。この機能では、従来の
AIを使った音声作成とは異なり、元の文章を自
分で準備する必要がありません。特に特徴的な
のは、2人のAIホストによるディスカッション
形式の会話である点です。より実践的なリスニ
ング練習として、実際の会話に近い内容を効率
的に聞き取る練習をすることが可能です。

ACTION

6

使用例② 効率的な情報検索と整理

労力のかかるファクトチェックの救世主？ Genspark 
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[記載されたメモ] 

Although AI is progressing fast, 
reaching Singularity by 2045 is too 
optimistic. AI is told that it cannot 
get real experience, and we still 
donʼt know well how human emotion 
or reasoning is working. There is a 
huge hurdle to develop AGI. Even 
if the technology grows, there may 
be regulations because of ethical 
concerns. I feel it is difficult for 
Singularity to happen in the next 20 
years.

               「このメモは、AIの将来に関する意見を簡潔にまとめています。 特に、シン   
                ギュラリティ到達時期の楽観的な予測に異議を唱えている点は評価できま
                す」と評価してもらえました。

       ・文体と文法の改善提案(抜粋）：
- “yAI is told that it cannot get real experience” → “AI currently 
lacks the capacity for real-world experience”: より客観的で学術的
な表現に修正します。「told」という擬人化された表現は避け、AIの現状
を明確に示します。

・内容の改善提案： 具体的な根拠の追加、反論への言及、結論の明確化が挙げら
れています。

まとめ

　生成AIは非常に強力で便利なツールです。このように面倒な手順を踏まずに「‶Will the 
Singularity happen by 2045?” という質問にYesまたはNoで回答し、その理由を論理
的に英語で説明して」と質問するだけで（もしかしたら今回紹介したプロセスで自分が導
いた意見よりも）優秀な回答を得ることができてしまうかもしれません。ですが、このよ
うな生成AIの使い方に依存してしまえば、思考力や意見を交わし合う力を育む機会を逃し
てしまいます。自らの意見を形成する過程を大切にし、生成AIはそのプロセスをサポート
してくれるパートナーとして利用するのが理想的です。自分の意見を持ち、それをしっか
りと伝える力を養っていきましょう。

自分の意見をブラッシュアップするSTEP 3

AIノートに意見の批評を受けてみよう NotebookLM2

使用例④  批評・アイディアの提案

　先ほど紹介したNotebookLMのメモ
機能を使用して、記入した内容に対して
批評やアイディアの提案を受けてみま
しょう。新しいメモに自身の意見を記述
し、批評ボタンをクリックします。

回答


